






　妊娠初期に超音波診断装置を使用した症例については,新生児期のみならず,

出生後の児についても,その身体的,精神的発育状態が追跡されることが望まし

い。

　その意味で,少数例ではあるが,切迫流産などのため妊娠初期に止むを得ず超

音波照射を行った症例を抽出し,分娩した児について追跡調査を試みているの

で,その一部を報告する。


